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歳 出
（単位：千円）

歳 入
（単位：千円）

府支出金
3,705

財産収入 1 繰入金
24,299

諸収入
17,890

分担金及び負担金
825,361

議会費
804

総務費
65,632

衛生費
270,985

教育費
508,966

公債費
16,717

使用料及び手数料
4,595

繰越金
1,300 民生費

12,847

予備費
1,200

新型コロナウイルス感染拡大防止のために

2020.5 第170号 2広報  

　現在、全国的に新型コロナウイルスによる感染症が拡大しています。住民のみなさんにおかれましては、新型
コロナウイルスの感染拡大を防ぐために以下の４点にご注意ください。

・石けんによる手洗いやうがい、咳エチケットの徹底
・日々の体温測定や行動記録による健康管理
・�｢換気の悪い密閉空間｣、｢多くの人が集まる密集空間｣、｢近距離での会話 ･発声する密接場面」、
の条件が重なる場所、いわゆる『３密』の回避
・�医療機関への通院、食料の買い出し、職場への通勤等、生活の維持に必要な場合を除く外出や
会合への参加自粛

咳エチケット

正しい手の洗い方

３つの咳エチケット

手洗いの前に ･･･

電車や職場 ･学校など人が集まるところでやろう

爪は短く切る ･時計や指輪は外す。

間違った咳エチケット

❶ ❷ ❸

マスクを着用する ティッシュ ･ハンカチで
口 ･鼻を覆う 袖で口 ･鼻を覆う 咳やくしゃみを

手でおさえる
何もせず咳や
くしゃみをする

※手を洗うことでも病原体が広がらないようにすることができます。 ※�手にウイルスが付着し、ドアノブなどを介し
てほかの人に病気を移す可能性があります。

※�洗い終わったら清潔なタオルやペーパータオルでよく
ふき取ってしっかり乾かしましょう。
※手を洗う前に目 ･鼻 ･口を触らないようにしましょう。

�!  マスクがないとき �!  とっさの時

新型コロナウイルス感染症に関する専用相談窓口

◎帰国者 ･接触者相談センター　☎ 075･414･4726（24時間対応）

◎山城南保健所　　　　　　　　☎ 0774･72･0981

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

流水でよく手を濡らしたあと、石けん
をつけ、手のひらをよくこすります。

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れず洗います。

手の甲を伸ばすようにこすります。 指先 ･爪の間を念入りにこすります。 指の間を洗います。　



3 広報  2020.5 第170号

令
和
２
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算

令和２年度 一般会計当初予算

相
楽
東
部
広
域
連
合

広域連合
令和２年度
一般会計当初予算 8億7,715万円

◦一般会計当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、相楽東部クリーンセンターの休止に伴う廃棄物処理方法の見直しやゴミ処理の民間委託に関
する業務、笠置町・和束町・南山城村の３小学校・２中学校の運営、そして社会教育(生涯教育)事業をおこなっています。
　令和２年度の一般会計予算が2月定例議会で可決されました。予算の総額は８億7,715万円で前年度と比較すると、
8,327万円の減額となっています。
　歳入については、主なものとして連合を構成する笠置町・和束町・南山城村からの分担金・負担金が１億484万円の
減額となっています。
　歳出については、総務費において、今年に更新時期を迎える京都デジタル疏水ネットワークの機器更新費用として
409万円を計上しています。
　民生費では、認知症初期集中支援事業の費用として、サポート医や作業療法士等への報償費や認知症ケアパスリーフ
レット作成費用等で36万円を計上しています。
　衛生費では、相楽東部クリーンセンターが昨年４月１日から稼働を休止し、ごみ処理を民間事業者に委託している
関係で、相楽東部管内の一般廃棄物を処理委託する費用及び収集運搬・中間処理・最終処分に関連する費用として2億
976万円を計上しています。また、４月から始まっている使用済み蛍光灯(管)の分別回収、水銀の適正な処理に必要な
費用として679万円をそれぞれ計上しています。
　教育費では、教育委員会事務局の公用車購入費用として458万円を、また、笠置小学校の空調設備工事費用として、
2,066万円を計上しています。昨年度から引き続き管内小中学校のトイレ改修工事をおこないます。内訳は、和束小学
校のトイレ改修第３期工事の費用として671万円、笠置中学校のトイレ改修第2期工事の費用として1,882万円となっ
ています。また、管内の５小中学校の設備長寿命化計画の策定費用として、合計938万円を計上し、より安心・安全な
学校教育環境の整備を目指します。
　社会教育費においては、平成26年度より実施している合同成人式や子育て講座・女性学講座・成人教育事業・京の
まなび教室推進事業・高齢者教育推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社会教育事業を展開してい
ます。また、和束町史編さん事業についても新たな町史編さんに向けた各種事業や写真展示・古文書講座等、和束の歴
史を一般に広く知ってもらうための取り組みを展開していきます。

歳 出
（単位：千円）

歳 入
（単位：千円）

府支出金
3,705

財産収入 1 繰入金
24,299

諸収入
17,890

分担金及び負担金
825,361

議会費
804

総務費
65,632

衛生費
270,985

教育費
508,966

公債費
16,717

使用料及び手数料
4,595

繰越金
1,300 民生費

12,847

予備費
1,200
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笠
置
町

笠置町

◦一般会計当初予算の概要
　令和２年度の一般会計予算ほか4特別会計予算が２月の定例議会で可決されました。
　一般会計と４特別会計を合わせた予算総額は21億4,197万円で、前年度に比べ4,580万円（2.2％）の増額となって
います。
◦一般会計当初予算の主な内容
　総務費では、令和元年度からの継続事業である総合計
画・総合戦略策定業務や高度情報ネットットワーク設備改
修事業及びふるさと納税「返礼品事業」等を計上していま
す。
　民生費では、令和元年度からの継続事業である介護保険
事業計画策定業務、少子化対策・子育て支援関連事業や健
康増進促進事業を予算計上しています。
　衛生費では、新規事業として退院直後の母子に対して心
身のケアや育児のサポート等きめ細かい支援を実施する産
後ケア事業や、一般廃棄物処理計画策定業務委託事業等を
計上しています。
　土木費では、橋梁の長寿命化計画に基づき、老朽化した
橋梁の定期点検と橋梁保全に関する工事費や町営住宅の長
寿命化計画更新事業や耐震改修工事等を予算計上していま
す。
　教育費では、相楽東部広域連合への負担金を計上してお
り、令和２年度では笠置小学校空調設備工事や笠置中学校
トイレ改修工事等実施されます。

令和２年度
一般会計当初予算 15億6,421万円

◦会計別予算の総括� （単位：千円、％）

会　計　区　分 令和２年度
予算額

平成31年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 1,564,206 1,506,600 57,606 3.8

特別会計 577,766 589,573 △ 11,807 △ 2.0

国民健康保険
特別会計 199,849 214,733 △ 14,884 △ 6.9

簡易水道事業
特別会計 59,505 67,259 △ 7,754 △ 11.5

介護保険
特別会計 252,939 248,755 4,184 1.7

後期高齢者医療
特別会計 65,473 58,826 6,647 11.3

合　　　計 2,141,972 2,096,173 45,799 2.2

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
町民福祉のために（民生費） ……………………………………… 264,308円
地方債の償還のために（公債費） …………………………………… 96,483円
ごみ処理や健康を（衛生費） ……………………………………… 138,717円
窓口のサービスのために（総務費） ……………………………… 386,920円
教育のために（教育費） ……………………………………………… 66,831円
火災予防等のために（消防費） ……………………………………… 48,763円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費） ……………… 122,951円
議会活動のために（議会費） ………………………………………… 38,756円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費） ………………… 19,797円

商工業の振興のために（商工費） …………………………………… 49,286円
予備費など（予備費・諸支出金） ……………………………………… 789円
町民１人当たりに使われるお金 ………………………………… 1,233,601円
町民１人当たりが納めるお金 ……………………………………… 119,618円
１世帯当たりに使われるお金 …………………………………… 2,471,100円
１世帯当たりが納めるお金 ………………………………………… 239,615円

令和２年４月１日現在
人口　1,268人　世帯数　633世帯

町税
151,676地方債

236,300

地方交付税
680,000

分担金及び
負担金
790

使用料及び
手数料
14,342

府支出金
68,504

国庫支出金
89,892

繰入金
187,430

財産収入
3,793

寄附金
1,501

繰越金
2,000

諸収入
55,850

議会費
49,143

総務費
490,614

民生費
335,143

衛生費
175,893

農林水産業費
25,102

商工費
62,495

土木費
155,902

消防費
61,831

教育費
84,742

公債費
122,340

予備費
1,000地方譲与税

7,505
利子割交付金
113

配当割交付金
901

諸支出金 1

株式等譲渡所得割
交付金
445

地方消費税
交付金
28,813

法人事業税交付金
160

ゴルフ場利用税
交付金
32,770
自動車取得税
交付金
1

環境性能交付金
1,000

地方特例交付金
420

歳 出
（単位：千円）

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

議会費
55,734

総務費
738,745

民生費
693,355

衛生費
545,602

農林業費
132,708

商工費
76,009

土木費
254,320

消防費
218,431

教育費
217,313

災害復旧費
6,515

公債費
348,858

予備費
5,000

歳 入
（単位：千円）

町税
368,878

地方債
433,400

地方譲与税 
33,225

利子割交付金
297

配当割交付金
2,968
株式等譲渡所得割
交付金
1,700

地方消費税交付金
74,989

法人事業税交付金
707

ゴルフ場利用税
交付金
9,619
環境性能割
交付金
1,605
地方特例
交付金
2,855

地方交付税
1,589,873

交通安全対策
特別交付金
200

分担金及び
負担金
71,353

使用料及び
手数料
29,946

国庫支出金
225,222

府支出金
149,981

財産収入
257

寄付金
1

繰入金
251,594

繰越金
5,000

諸収入
38,930

諸支出金
10
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和
束
町 町税

151,676地方債
236,300

地方交付税
680,000

分担金及び
負担金
790

使用料及び
手数料
14,342

府支出金
68,504

国庫支出金
89,892

繰入金
187,430

財産収入
3,793

寄附金
1,501

繰越金
2,000

諸収入
55,850

議会費
49,143

総務費
490,614

民生費
335,143

衛生費
175,893

農林水産業費
25,102

商工費
62,495

土木費
155,902

消防費
61,831

教育費
84,742

公債費
122,340

予備費
1,000地方譲与税

7,505
利子割交付金
113

配当割交付金
901

諸支出金 1

株式等譲渡所得割
交付金
445

地方消費税
交付金
28,813

法人事業税交付金
160

ゴルフ場利用税
交付金
32,770
自動車取得税
交付金
1

環境性能交付金
1,000

地方特例交付金
420

歳 出
（単位：千円）

歳 入
（単位：千円）

和束町
令和２年度
一般会計当初予算 32億9,260万円

令和２年４月１日現在
人口　3,825人　世帯数　1,699世帯

～ずっと暮らしたい　活力と交流の茶源郷　和束をめざして～
◦一般会計・特別会計　当初予算の概要
　令和２年度の一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、52億6,482万円で、前年度に比べ843万円の減額（0.2％減）となっ
ています。
◦令和２年度一般会計当初予算の主な内容
　令和２年度は、まちの最上位計画である「第４次総合計画」及び地方創生を推進するための「まち・ひと・しごと総
合戦略」が最終年度を迎えることから、今後のまちづくりを見据えた新たな総合計画・総合戦略の策定に向けた取組を
進めます。
　また、住民の安心・安全の確保に向けて、指定避難所である体験交流センター耐震改修工事、和束小学校へのマンホー
ルトイレ設置工事、ダンボールベッドや災害用備蓄食料の整備、橋りょうの点検・長寿命化事業などの防災力の強化を
着実に進めます。
　さらに、基幹産業である「茶」のブランド力向上や首都圏・海外への販路開拓などを推進するとともに、生業景観を
次世代に継承するため、全国初の取組となる「文化的景観調査事業」と「伝統的建造物群調査事業」を同時に進めます。
また、まちの魅力をさらに発信できるようホームページを新たに構築し、住民が安心して快適に暮らすことができる施
策の推進と併せて、まちの活性化を図る取組を展開します。
　2021年５月に開かれるワールドマスターズゲームズ（和束
町：マウンテンバイク競技）に向け、国際大会であるCJU大
会の開催をはじめとした大会本番に向けた準備や機運醸成に向
けた取組を展開します。

◦会計別予算の総括� （単位：千円、％）

会　計　区　分 令和2年度
予算額

平成31年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 3,292,600 3,234,200 58,400 1.8

特別会計 1,972,220 2,039,050 △ 66,830 △ 3.3

湯船財産区
特別会計 4,920 5,050 △ 130 △ 2.6

国民健康保険
特別会計 795,000 792,100 2,900 0.4

(事業勘定) 690,000 687,600 2,400 0.3

(直営診療施設勘定) 105,000 104,500 500 0.5

簡易水道事業
特別会計 156,700 311,900 △ 155,200 △ 49.8

下水道事業
特別会計 269,600 251,500 18,100 7.2

介護保険
特別会計 667,200 609,500 57,700 9.5

(保険事業勘定) 660,400 600,700 59,700 9.9

(サービス勘定) 6,800 8,800 △ 2,000 △ 22.7

後期高齢者医療
特別会計 78,800 69,000 9,800 14.2

合　　　計 5,264,820 5,273,250 △ 8,430 △ 0.2

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
全般的な事務、企画、交通、広報、選挙などのために（総務費） …… 193,136円
子育て、高齢者、障害者の支援のために（民生費） …………………… 181,269円
環境保全や健康を守るために（衛生費） ………………………………… 142,641円
地方債の償還のために（公債費） ………………………………………… 91,205円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費） …………………………… 66,489円
防災・火災予防のために（消防費） ……………………………………… 57,106円
教育のために（教育費） …………………………………………………… 56,814円
農林業基盤や茶業振興のために（農林業費） …………………………… 34,695円
商工業振興・観光振興のために（商工費） ……………………………… 19,872円
議会活動のために（議会費） ……………………………………………… 14,571円
台風等による災害復旧のために（災害復旧費） …………………………… 1,703円
予備費など（予備費・諸支出金） …………………………………………… 1,310円
町民１人当たりに使われるお金 …………………………………………… 860,810円
町民１人当たりが納めるお金 ……………………………………………… 96,439円
１世帯当たりに使われるお金 …………………………………………… 1,937,964円
１世帯当たりが納めるお金 ………………………………………………… 217,115円

歳 出
（単位：千円）

議会費
55,734

総務費
738,745

民生費
693,355

衛生費
545,602

農林業費
132,708

商工費
76,009

土木費
254,320

消防費
218,431

教育費
217,313

災害復旧費
6,515

公債費
348,858

予備費
5,000

歳 入
（単位：千円）

町税
368,878

地方債
433,400

地方譲与税 
33,225

利子割交付金
297

配当割交付金
2,968
株式等譲渡所得割
交付金
1,700

地方消費税交付金
74,989

法人事業税交付金
707

ゴルフ場利用税
交付金
9,619
環境性能割
交付金
1,605
地方特例
交付金
2,855

地方交付税
1,589,873

交通安全対策
特別交付金
200

分担金及び
負担金
71,353

使用料及び
手数料
29,946

国庫支出金
225,222

府支出金
149,981

財産収入
257

寄付金
1

繰入金
251,594

繰越金
5,000

諸収入
38,930

諸支出金
10
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令
和
２
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算

令和２年度 一般会計当初予算

南
山
城
村

南山城村
令和２年度
一般会計当初予算 26億6,218万円

歳 出
（単位：千円）

議会費
51,212

総務費
733,825

民生費
469,943

衛生費
326,822

農林水産業費
111,746

商工費
35,705

土木費
305,399

消防費
124,887

教育費
196,977

災害復旧費
12,570

公債費
288,092

予備費
5,000

歳 入
（単位：千円）

村税
286,346地方債

413,700

地方交付税
1,150,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,416

使用料及び
手数料
30,433

国庫支出金
193,628府支出金

96,090

財産収入
3,970

寄付金
10,000

繰入金
277,100

繰越金
7,500

諸収入
56,246

地方譲与税
26,148

利子割交付金
200

配当割交付金
1,700

株式等譲渡所得割
交付金
900

地方消費税
交付金
45,000

法人事業税交付金
400

ゴルフ場利用税
交付金
55,000
自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
4,500

地方特例交付金
1,400

◦一般会計�当初予算の概要
　令和２年度の一般会計予算ほか５特別会計が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と５特別会計を合わせた予算の総額は、38億5,144万円で前年度に比べ３億423万円の増額（8.6％増）と
なっています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ３億2,522万円の増額（13.9％増）となりました。４月からこの
予算に基づいて新年度事業を展開しています。

歳出　目的別で村民１人当たりにすると（一般会計）
村民福祉のために（民生費） ……………………………………… 178,211円
地方債の償還のために（公債費） ………………………………… 109,250円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費） ………………………… 123,937円
窓口のサービスのために（総務費） ……………………………… 278,280円
教育のために（教育費） ……………………………………………… 74,697円
火災予防等のために（消防費） ……………………………………… 47,359円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費） ……………… 115,813円
議会活動のために（議会費） ………………………………………… 19,421円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費） ………………… 42,376円
災害復旧のために（災害復旧費） ………………………………………4,767円

◦一般会計当初予算の主な内容� （単位：千円） ◦会計別予算の総括� （単位：千円、％）

事業名 事業内容 予算額

道路を整備
する事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良等を実
施します。 171,924

橋梁を整備
する事業

橋梁長寿命化計画に基づき、橋梁点検を実施した結
果に基づき補修工事を実施します。 20,300

新交通推進
事業

公共交通網の確保のため、また、利用者の利便性向
上のために、これまでのコミュニティバスに代わる
新たな交通サービスとして、デマンド交通の運行を
おこないます。

10,639

高度情報
ネットワーク
民間移行
事業

技術革新が早く、行政での維持管理が難しい高度情
報ネットワーク事業を民間事業者へ移行すること
で、サービスの向上を図ります（昨年度からの継続
事業）。

127,600

茶振興
対策事業

【高品質茶生
産推進事業】

「収益力の高い作物への転換」を目的として、碾茶
やかぶせ茶等に使用する被覆資材購入経費に対する
補助をおこない、高品質茶生産（高品質・高付加価
値化）を図ります。

5,000

生涯学習
センター
管理事業

近年多発する災害等に対処するため、指定緊急避難
場所に指定されている童仙房生涯学習センターの屋
根改修工事等をおこない、防災力の強化を図ります。

40,440

会　計　区　分 令和２年度
予算額

平成31年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 2,662,178 2,336,961 325,217 13.9

特別会計 1,189,263 1,210,246 △ 20,983 △ 1.7

国民健康保険
特別会計 413,569 466,900 △ 53,331 △ 11.4

簡易水道
特別会計 213,189 233,225 △ 20,036 △ 8.6

後期高齢者医療
特別会計 66,060 54,046 12,014 22.2

介護保険特別会計 415,428 375,866 39,562 10.5

(保険事業勘定) 411,185 371,932 39,253 10.6

(介護サービス事業勘定) 4,243 3,934 309 7.9

高度
情報ネットワーク

特別会計
81,017 80,209 808 1.0

合　　　計 3,851,441 3,547,207 304,234 8.6

商工業の振興のために（商工費） …………………………………… 13,540円
予備費など（予備費・諸支出金） ………………………………………1,896円
村民１人当たりに使われるお金 ………………………………… 1,009,548円
村民１人当たりが納めるお金 ……………………………………… 108,588円
１世帯当たりに使われるお金 …………………………………… 2,174,982円
１世帯当たりが納めるお金 ………………………………………… 233,943円

令和２年４月１日現在
人口　2,637人　世帯数　1,224世帯
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まち＊むらの 話題

南
山
城
村

笠
置
町

歳 出
（単位：千円）

議会費
51,212

総務費
733,825

民生費
469,943

衛生費
326,822

農林水産業費
111,746

商工費
35,705

土木費
305,399

消防費
124,887

教育費
196,977

災害復旧費
12,570

公債費
288,092

予備費
5,000

歳 入
（単位：千円）

村税
286,346地方債

413,700

地方交付税
1,150,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,416

使用料及び
手数料
30,433

国庫支出金
193,628府支出金

96,090

財産収入
3,970

寄付金
10,000

繰入金
277,100

繰越金
7,500

諸収入
56,246

地方譲与税
26,148

利子割交付金
200

配当割交付金
1,700

株式等譲渡所得割
交付金
900

地方消費税
交付金
45,000

法人事業税交付金
400

ゴルフ場利用税
交付金
55,000
自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
4,500

地方特例交付金
1,400

和
束
町

Ｗ
Ｍ
Ｇ
２
０
２
１
関
西

エ
ン
ト
リ
ー
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
開
始

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電

子
看
板
）
を
導
入

　

２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」
の
競
技
エ
ン
ト
リ
ー
が
、
２
月

１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
第
10
回
と
な
る
今
大
会
は
、

大
会
全
体
で
５
万
人
の
参
加
を
目
指
し
、
和
束
町
で
開
か
れ

る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
競
技
で
も
１
２
０
０
人
の
参
加
者
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
エ
ン
ト
リ
ー
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
併
せ
て
募
集
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
大
会
を
支
え
る
大
切
な

一
員
で
す
。
競
技
に
自
信
は
な
い
が
大
会
に
は
参
加
し
た
い

と
い
う
方
、
大
会
を
共
に
盛
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
地

域
力
推
進
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

m
g2021.jp/

）

　

南
山
城
村
の
観
光
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
役
場
と

そ
の
他
観
光
関
連
施
設
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
を
用

い
た
デ
ジ
タ
ル
映
像
機
器
を
使
っ
て
情
報
を
発
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

村
役
場
２
階
の
税
財
政
課
前
、
道
の
駅
お
茶
の
京
都
み
な

み
や
ま
し
ろ
村
と
大
河
原
駅
等
に
設
置
し
て
お
り
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
随
時
更
新
し
、
村
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
勝
見
さ

ん
、
安
藤
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
、

地
域
協
力
活
動
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
移
住
定
住
を

図
り
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
よ

り
笠
置
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
、
勝
見
新
一
郎
で
す
。

　

南
部
区
駅
前
商
店
街
に

位
置
し
て
お
り
ま
す
楠
山

荘
内
の
事
務
所
に
て
、
移
住
定
住
事
業
を
中
心
に
業
務
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
地
域
外
か
ら
来
ら
れ
る
移
住
定
住
者
の

方
々
と
、
町
民
の
皆
様
と
の
懸
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
色
々
と
お
助
け
頂
く
事
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
笠
置

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

参
り
ま
し
た
安
藤
優
史
で

す
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、

前
の
仕
事
で
観
光
の
体
験

受
付
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
笠
置
町
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

を
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
頂
い
て
、
町
外
の
人
々
に
お
伝
え
す

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
笠
置
町
で

は
、
私
が
今
ま
で
経
験
が
無
い
新
た
な
事
に
も
前
向
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介

大会マスコット・スフラ
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

令和２年度消費者行政に関する意思表明

西村前町長退任

中町長が就任（笠置町）

ごあいさつ

　近年、消費者を取り巻くトラブルは、生活文化の向上、情報化社会の進展に伴う環境の変化により、年々複雑・
多様化しています。また、若者から高齢者まで幅広い年齢層において消費者トラブルが増加しており、新たな手口
による消費者被害も後を絶ちません。
　最近では、全国で新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘が確認されています。今後、新たな手口が現れる可
能性があります。根拠のない噂などに混乱せずに、正確な情報に基づいて冷静に対応することが大切です。
　こうした中、相楽郡広域事務組合（木津川市・笠置町・和束町・精華町及び南山城村で構成）では、平成22年
３月１日から ｢相楽消費生活センター｣ を相楽会館内に開設し、消費生活相談や斡旋のほか、広報誌やホームペー
ジ等での注意喚起、各種イベントや出前講座における被害防止の啓発活動等に継続的に取り組んでいます。
　また、令和４年４月から民法の改正に伴い、成年年齢が18歳に引き下げられ、若年者を狙った詐欺等が増加す
ることも想定されます。
　そこで、相楽郡広域事務組合では、相楽地域の皆様が安全で安心して暮らせる地域づくりのため、消費者行政
の一層の推進を図っていきます。

　　　令和２年４月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相楽郡広域事務組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　杉浦　正省

　西村前町長は４年の任期を満了し、
３月31日（火）付けでおこなわれた
退任式を最後に退職されました。

　西村前町長の任期満了に伴い、３月15日（日）の選挙で新たに中町長が就任され、４月１日から中町長による
町政がスタートしました。

　笠置町、和束町、南山城村の住民のみなさん、こんにちは。
 　４月１日より笠置町長に就任いたしました中淳志です。「地方自治」の原則は「住民
自治」、つまり住民が自ら行政の進め方を選択し、治めていくことです。
　その地方自治を進めていく上で最も大切なことは、行政側が住民の声をしっかり聴
き、その声に応えながら一つずつ課題を乗り越えていく必要があると考えております。
　就任早々のコロナウイルスの問題で、住民のみなさんの間にもご不安・ご心労のこと
とは存じますが、職員一丸となって事態が鎮まるまで精いっぱい対応してまいります。
　また、３町村の連携と連帯を深めながら、一歩一歩みなさんとともに進んでいきたい
と考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠置町長　　中　淳志

職員らに見送られ退庁する西村前町長
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

令
和
２
年
４
月
１
日
付（　
　

）内
は
旧
役
職
名

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

相
楽
東
部
広
域
連
合

【
異  

動
】

【
派  

遣
】

【
異  

動
】

【
異  

動
】

【
異  

動
】

【
派  

遣
】

【
派  

遣
】

【
退
職
者
】※
令
和
２
年
３
月
31
日
付

【
退
職
者
】※
令
和
２
年
３
月
31
日
付

【
退
職
者
】※
令
和
２
年
３
月
31
日
付

【
新
規
採
用
】

【
新
規
採
用
】

【
新
規
採
用
】

山
本　

雅
史 
参
事
兼
保
育
所
長
（
参
事
）

中
嶋　

孝
浩 

 

保
健
福
祉
課
保
健
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
会
計
管
理
者
兼
環
境

課
長
）

杉
本　

浩
子 

 

保
健
福
祉
課
福
祉
課
長
（
保
健
福
祉
課
長
兼
保

育
所
長
）

橋
本　

昌
貴 

 

む
ら
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
（
産
業
観
光
課
長

補
佐
）

袖
岡　

幸
司 

税
財
政
課
長
補
佐
（
税
財
政
課
係
長
）

井
上　

充
代 

 

建
設
水
道
課
長
補
佐
（
税
財
政
課
長
補
佐 

京
都

地
方
税
機
構
派
遣
）

土
井
ひ
と
み 

税
財
政
課
係
長
（
建
設
水
道
課
係
長
）

田
中　

智 
 

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
保
健
福
祉
課
担
当

課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

南　

和
昇 

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
税
財
政
課
長
補
佐
）

奥
山　

七
美 

 

税
財
政
課
係
長 

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
（
産
業

観
光
課
係
長
）

大
西　

勝 
 

事
務
局
長
兼
環
境
課
長
兼
議
会
事
務
局
長
（
京

都
府
商
工
労
働
観
光
部
中
小
企
業
総
合
支
援
課

課
長
補
佐
兼
係
長
）

田
中　

智 
 

総
務
課
長
（
南
山
城
村
保
健
福
祉
課
担
当
課
長

兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

吉
田　

和
秀 

 

会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長
補
佐
（
笠
置
町
商
工

観
光
課
長
補
佐
）

安
原　

正
康 

 

京
都
府
農
林
水
産
部
農
政
課
主
幹
兼
係
長
（
事

務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長
）

市
田　

精
志 

 

笠
置
町
商
工
観
光
課
長
（
総
務
課
長
）

中
嶋　

孝
浩 

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
課
保
健
課
長
兼
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
長
（
会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長
）

和
賀　

聡 
 

和
束
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長
（
建
設

事
業
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

原
田　

敏
明 

 

人
権
啓
発
課
長
代
理
兼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
啓
発
調
整
係
長
事
務
取
扱
（
総
務

課
主
幹
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

市
田　

精
志 
商
工
観
光
課
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
課
長
）

大
西　

清
隆 

保
健
福
祉
課
長
（
保
健
福
祉
課
担
当
課
長
）

城
野　

成
子 

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
（
会
計
課
長
補

佐
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱
）

吉
田　

和
秀 

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）

西
中　

義
博 

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
相
楽
東
部
広
域
連

合
主
査
）

久
保　

順
一 

和
束
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

齊
藤　

修
平 

建
設
事
業
課
主
事

村
田　

光
将 

建
設
水
道
課
主
任

中
田　

し
の
ぶ 

 （
笠
置
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
笠
置
町
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
笠
置
町
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
所
長
兼
笠
置
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
所
長
）

糸
井　

岳
志 

（
総
務
財
政
課
主
任
）

小
南　

圭
大 

建
設
水
道
課
主
事

鈴
木　

寛
也 

産
業
観
光
課
主
事

西
村　

厚
祐 

産
業
観
光
課
主
事

和
田　

心 

保
育
士

早
野　

理 

建
設
事
業
課
主
事
補

上
田　

直
暉 

税
住
民
課
主
事

伊
藤　

誠 

商
工
観
光
課
主
事

太
田　

達
也 

保
健
福
祉
課
主
事

田
畑　

茉
奈
美 

建
設
産
業
課
主
事

山
本　

鈴
佳 

保
健
福
祉
課
保
健
師

岡
本　

剛 
 

保
健
福
祉
課
係
長
兼
社
会
福
祉
士
（
保
健
福
祉

課
主
任
兼
社
会
福
祉
士
）

岸
田
い
ず
み 

産
業
観
光
課
係
長
（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長
）

北　
　

卓
也 

 

地
域
力
推
進
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱

（
人
権
啓
発
課
長
補
佐
兼
啓
発
係
長
事
務
取
扱
）

榎
木　

由
佳 

 

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱
（
総
務

課
長
補
佐
兼
地
域
情
報
係
長
事
務
取
扱
）

但
馬　

宗
博 

 

建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取

扱
（
建
設
事
業
課
建
設
係
長
）

井
上　

博
丞 

 

建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
事
務
取
扱
（
建

設
事
業
課
建
設
係
長
）
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教育

新
教
育
委
員
の
ご
紹
介

令
和
２
年
度 

離
・
着
任
式

就
学
援
助
費
制
度
の
お
し
ら
せ

教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
の
異
動

【
教
育
委
員
会
の
構
成
】

◇
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介
◇

【
笠
置
小
学
校
】

【
和
束
小
学
校
】

【
南
山
城
小
学
校
】

【
和
束
中
学
校
】

【
笠
置
中
学
校
】

　

令
和
２
年
３
月
31
日
付
で
北
口
弘
子
委
員
が
退

任
（
任
期
満
了
）
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
新
教
育

委
員
に
上
村
恵
子
さ
ん
（
笠
置
町
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

　

４
月
１
日
（
水
）、
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
離
着
任
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
12
人
の
先
生

と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
と

共
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
を
小
・
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
に
あ

た
り
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て
学
習
に
必
要
な
文
房
具
や
通
学
用

品
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
か
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
費
用

①
学
用
品
費
等
（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

　

 

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
（
１
年
生
を
除
く
）・
校
外
活
動
費
・
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
（
１
年
生
の
み
）・
修
学
旅
行
費
・
ス
キ
ー

学
習
費
（
中
学
校
の
み
）・
体
育
実
技
用
具
費
（
中
学
校
の
み
）・
ク

ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

②
学
校
給
食
費

③
医
療
費
（
通
学
す
る
学
校
で
、
医
療
券
の
申
請
が
必
要
）

　

対
象
病
名
：
ト
ラ
コ
ー
マ
・
結
膜
炎
・
慢
性
副
鼻
腔
炎
・
中
耳
炎
・

寄
生
虫
病
な
ど

対
象
者

　

申
請
時
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ク
に
該
当
す
る
世
帯

　

ア　

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

　

イ　

市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

ウ　

個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

エ　

固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

オ　

国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

カ　

国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

キ　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

　

ク　

 

学
校
長
ま
た
は
民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認

め
る
世
帯

申
請
方
法

　

希
望
者
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
児
童
生

徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
郵
送
で
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

※
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
（　

）
内
は
前
職
名

生
涯
学
習
課
長 

南　

和
昇

 

（
南
山
城
村
税
財
政
課
長
補
佐
）

学
校
教
育
課
長
補
佐 

城
野　

成
子

 

（
和
束
町
会
計
課
長
補
佐
）

生
涯
学
習
課
主
事 

小
谷　

拡
大

 

（
笠
置
町
建
設
産
業
課 

主
事
）

生
涯
学
習
課
笠
置
町
分
室
主
事 

永
田　

紗
瑛

 

（
笠
置
町
総
務
財
政
課 

主
事
）

教
育
長 

西
本　

吉
生

同
職
務
代
理
者 

石
橋　

常
男

委
員 

上
村　

恵
子

委
員 

村
田　

年
宏

委
員 

植
田　

宏
和

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

校
長　

中
熊　

貴
史
（
和
束
小
学
校　

教
頭
）

教
頭　

松
浦　

崇
（
山
城
教
育
局　

派
遣
社
会
教
育
主
事
）

教
諭　

大
久
保　

裕
実
（
南
加
茂
台
小
学
校　

教
諭
）

教
諭　

阪
東　

香
澄
（
宇
治
支
援
学
校　

教
諭
）

養
教　

深
町　

奈
月
子
（
新
規
採
用
）

教
頭　

竹
内　

正
浩
（
久
御
山
中
学
校　

教
諭
）

教
諭　

國
政　

成
生
（
大
住
中
学
校　

教
諭
）

教
諭　

谷　

健
太
郎
（
維
孝
館
中
学
校　

教
諭
）

事
職　

宮
崎　

明
日
実
（
新
規
採
用
）

校
長　

井
上　

弘
規
（
笠
置
小
学
校　

校
長
）

教
諭　

小
林　

愛
（
精
華
西
中
学
校　

教
諭
）

教
諭　

奥
田　

大
和
（
新
規
採
用
）

上村恵子委員
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保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
62　

鼻
で
呼
吸
し
ま
し
ょ
う

　

鼻
に
は
「
に
お
い
を
感
じ
る
」
と

い
う
鼻
だ
け
の
特
殊
な
感
覚
器
と
し

て
の
働
き
と
「
呼
吸
を
す
る
」
と
い

う
肺
ま
で
続
く
呼
吸
器
の
一
部
と
し

て
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
口
で
も
呼

吸
を
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
が
鼻
で

呼
吸
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鼻
の
中

で
汚
れ
が
取
り
除
か
れ
て
適
度
な
温

度
と
湿
度
に
さ
れ
た
空
気
が
し
っ
か

り
と
肺
に
送
り
込
ま
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
口
で
呼
吸
を
す
る
と
汚
れ
た
冷

た
い
乾
燥
し
た
空
気
が
直
接
入
っ
て

く
る
た
め
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
っ

た
り
口
や
の
ど
が
乾
燥
し
て
違
和
感

や
口
臭
な
ど
の
原
因
に
な
っ
た
り
ま

す
。
普
段
か
ら
鼻
で
呼
吸
し
て
い
る

場
合
に
は
鼻
が
つ
ま
る
こ
と
で
呼
吸

し
づ
ら
い
感
覚
が
強
く
な
り
ま
す
。

口
呼
吸
し
て
い
る
と
鼻
づ
ま
り
に
気

付
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
意

識
的
に
口
を
閉
じ
て
鼻
で
呼
吸
し
て

み
る
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た

唇
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
口
呼
吸

を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

鼻
が
つ
ま
る
原
因
は
鼻
水
の
場
合

と
鼻
水
以
外
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

風
邪
や
花
粉
症
の
と
き
な
ど
に
鼻
が

つ
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
風
邪

の
初
期
や
花
粉
症
の
よ
う
な
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
さ
ら
さ
ら
し
た
鼻
水

は
鼻
の
外
に
流
れ
て
き
て
不
快
で

す
が
あ
ま
り
鼻
づ
ま
り
の
原
因
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
主
な
原
因
は
炎
症
に

よ
っ
て
鼻
の
中
の
粘
膜
が
腫は

れ
て
い

る
こ
と
で
鼻
の
中
の
隙
間
が
無
く
な

る
こ
と
で
す
。
副
鼻
腔
炎
や
風
邪
の

途
中
か
ら
出
て
く
る
粘
っ
こ
い
鼻
水

は
粘
膜
に
へ
ば
り
つ
き
な
が
ら
奥
に

向
か
っ
て
流
れ
て
い
く
た
め
、
う
ま

く
鼻
が
か
め
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
で

は
、
鼻
の
奥
に
た
ま
っ
た
鼻
水
が
つ

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

鼻
が
狭
く
な
る
原
因
は
炎
症
に

よ
る
腫は

れ
だ
け
で
な
く
ポ
リ
ー
プ

（
鼻は

な
た
け茸
）
や
腫
瘍
、
左
右
の
鼻
の
穴

の
間
に
あ
る
壁
の
ゆ
が
み
、
異
物
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
ア
デ

ノ
イ
ド
（
扁
桃
の
一
部
）
の
よ
う
に

鼻
で
は
な
く
鼻
の
奥
に
あ
る
上じ

ょ
う
い
ん
と
う

咽
頭

（
鼻
と
の
ど
の
間
）
が
腫は

れ
て
い
て

鼻
が
つ
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
中
に
鼻
づ
ま
り
が
あ
る
と
い3

び
き

3

3

や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
原

因
に
も
な
り
、
熟
睡
で
き
ず
寝ね

ぞ

う相
が

悪
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
精

神
状
態
や
体
の
成
長
に
も
影
響
し
た

り
高
血
圧
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
に
な

る
確
率
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

治
療
法
は
鼻
づ
ま
り
の
原
因
や
程

度
に
よ
っ
て
薬
や
手
術
な
ど
様
々
で

す
の
で
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
鼻
呼
吸
を
す
る
た
め
に
鼻
づ
ま
り

が
続
け
ば
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
診
察
を

う
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
む
ら
耳
鼻
咽
喉
科

田
村
芳
寛

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分〜午後０時30分

診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
６月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

６月 7日（日） 内科 　　21日（日） 内科

　　14日（日） 内科・小児科 　　28日（日） 内科・小児科

※５月分については広報れんけい４月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

令和２年度高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種
　平成26年10月1日から65歳以上の方を対象とした肺炎球菌予防接種が定期予防接種に追加され、平成
30年度までの５年の時限措置で実施していましたが、引き続き平成31年度〜令和５年度（2019年度〜
2023年度）までの５年間、これまで一度も肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方の接種機会が延長
されることになりました。定期接種の対象となる方は毎年異なるため、この機会を逃さないようご注意く
ださい。

今年度対象となるのは、下記①②に該当し、今までに一度も高齢者肺炎球菌ワクチン（ワクチン名：ニュー
モバックス）の接種歴がない方です。また、対象の方には各町村より別途案内をお送りします。
①令和２年度に次の年齢となる方

年齢 対象生年月日

65歳 昭和30年４月２日生〜昭和31年４月１日生の方

70歳 昭和25年４月２日生〜昭和26年４月１日生の方

75歳 昭和20年４月２日生〜昭和21年４月１日生の方

80歳 昭和15年４月２日生〜昭和16年４月１日生の方

85歳 昭和10年４月２日生〜昭和11年４月１日生の方

90歳 昭和５年４月２日生〜昭和６年４月１日生の方

95歳 大正14年４月２日生〜大正15年４月１日生の方

100歳 大正９年４月２日生〜大正10年４月１日生の方

② 60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓もしく
は呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能に障害を有する方

【接種期間】
令和３年３月31日まで
【注意事項】
公費負担で接種できる機会は生涯で一回のみです。
※ 接種方法等については町村によって異なります

ので、お問合せください。
問合せ
笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）
和束町福祉課　　　☎0774・78・3006（直通）
南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◇
痴
漢
犯
罪
等
の
撲
滅
強
化

問
合
せ　

木
津
警
察
署 

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

　

５
月
は
自
転
車
安
全
利
用
促
進
月
間
で
す
。「
自
転
車

安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

① 

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

　
　

 

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
「
軽
車
両
」
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

　

②
車
道
は
左
側
を
通
行

　
　

 

自
転
車
は
車
道
の
左
側
端
に
沿
っ
て
通
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行

　
　

 

歩
道
で
は
す
ぐ
に
停
止
で
き
る
速
度
で
通
行
し
、
歩

行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
場
合
は
、
一
時
停
止
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　

 

信
号
を
守
る
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点
で

の
一
時
停
止
と
安
全
確
認
、
飲
酒
運
転
の
禁
止
、
二

人
乗
り
の
禁
止
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど
整
備
点
検
、
運
転

中
の
携
帯
電
話
や
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用

禁
止
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
知
り
、
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
　

 

13
歳
未
満
の
幼
児
・
児
童
の
保
護
責
任
者
は
、
自
転

車
に
乗
せ
る
と
き
も
、
幼
児
・
児
童
が
運
転
す
る
と

き
も
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

痴
漢
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
５
月
は
通
勤
・
通
学
時

間
帯
な
ど
、
混
雑
す
る
電
車
内
で
痴
漢
犯
罪
が
増
え
る
時

期
で
す
。
痴
漢
は
犯
罪
！
届
出
を
い
ち
ば
ん
恐
れ
て
い
る

の
は
犯
人
で
す
。「
恥
ず
か
し
い
か
ら
」
と
我
慢
せ
ず
、

勇
気
を
出
し
て
警
察
に
相
談
・
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度
消
防
団
任
命

　

４
月
１
日
付
け
で
本
団
役
員
が
新
た
に
任
命
さ
れ
る
と
共

に
、
新
入
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
本
団
役
員
及
び
新
入
団
員
は
次
の
方
々
で
す
。

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

令
和
２
年
度　

笠
置
町
消
防
団�

本
団
役
員

令
和
２
年
度　

笠
置
町
消
防
団�

新
入
団
員

令
和
２
年
度　

和
束
町
消
防
団�

本
団
役
員

令
和
２
年
度　

南
山
城
村
消
防
団�

本
団
役
員

令
和
２
年
度　

和
束
町
消
防
団�

新
入
団
員

令
和
２
年
度　

南
山
城
村
消
防
団�

新
入
団
員

退
団
役
員

退
団
役
員

団　

長 

大　

西　

篤　

司

副
団
長 

今　

井　
　
　

実

副
団
長 

中　

井　

仁　

司

本
部
長 

德　

岡　

和　

洋

副
本
部
長 

植　

田　

将　

行

副
本
部
長 

木　

村　

宣　

明

本
団
付
班
長 

川　

﨑　

隆　

次

自
動
車
部 

太　

田　

達　

也

自
動
車
部 

上　

田　

直　

暉

自
動
車
部 

伊　

藤　
　
　

誠

湯
船
分
団
分
団
長 

藤　

岡　
　
　

亘

湯
船
分
団
副
分
団
長 

柚　

木　

敦　

志

中
分
団
分
団
長 

小　

西　

智　

也

中
分
団
副
分
団
長 

岡　

本　
　
　

要

西
分
団
分
団
長 

森　

脇　

健　

次

東
分
団
第
１
部 
中　

井　

章　

人

東
分
団
第
４
部 

杉　

本　

竜　

一

中
分
団
第
３
部 

吉　

田　

優　

平

中
分
団
第
３
部 

井　

上　
　
　

崇

西
分
団
第
１
部 

松　

田　

和　

也

団　

長 

柴　

垣　

紀　

行

副
団
長 

蛭　

川　
　
　

尚

副
団
長 

大
久
保　

卓　

司

指
導
員
長
（
分
団
長
） 

山　

本　

英　

樹

第
１
分
団　

分
団
長 

石　

田　

晴　

嗣

第
１
分
団　

副
分
団
長 

屋　

敷　

浩　

彦

第
１
分
団　

副
分
団
長 

大
久
保　

晋　

一

第
２
分
団　

分 

団 

長 

德　

田　

直　

樹

第
２
分
団　

副
分
団
長 

福　

本　

敏　

伸

第
２
分
団　

副
分
団
長 

川　

端　

寿　

樹

第
１
分
団
第
１
部 

俵　
　
　

昌　

和

第
１
分
団
第
２
部 

佐　

藤　
　
　

篤

第
１
分
団
第
２
部 

磯　

島　
　
　

豪

第
１
分
団
第
５
部 

長　

木　

那
雄
稀

第
１
分
団
第
５
部 

東　
　
　

豊　

崇

第
１
分
団
第
５
部 

大　

橋　

賢　

治

副
団
長 

木　

村　
　
　

宣

副
分
団
長 

奥　

仲　

健　

二

湯
船
分
団
分
団
長 

前　

田　

欣　

也

中
分
団
分
団
長 

畑　
　
　

新　

悟

中
分
団
副
分
団
長 

早　

川　

涼　

太

西
分
団
分
団
長 

吉　

田　

雄　

一

※ 

令
和
２
年
度
か
ら
、
南
山
城
村
消
防
団
の
組
織
変
更
に
よ
り
管

轄
区
域
と
部
の
名
称
が
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
の
名
称

管
轄
区
域

第
１
分
団

第
１
部

今
山
地
区
・
奥
田
地
区

第
２
部

野
殿
地
区
・
童
仙
房
地
区

第
３
部

本
郷
地
区
・
押
原
地
区

第
４
部

南
大
河
原
地
区

第
５
部

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

第
２
分
団

第
１
部

田
山
地
区

第
２
部

高
尾
地
区
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おしらせ

広報れんけい４月号掲載記事の訂正とお詫び
広報れんけい４月号４ページに掲載しました「笠置駅ピアノ設置」の記事で誤りがありましたので、右記のと
おり訂正させていただきます。住民のみなさんにはご迷惑をおかけしまして大変申し訳ございませんでした。

相

　談

相

　談

左
記
の
相
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
５
月
は
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

５
月
12
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
（
和
束
町
）

講

　座

講

　座

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

５
月
18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

５
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ 

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

５
月
９
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ 

ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

催

　し

催

　し

日　

時　

５
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

　
　
　

※ 

参
加
者
が
11
人
以
上
の
場
合
は
２
回

に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

参
加
費　

１
６
０
０
円
（
講
習
料
＋
材
料
費
）

　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
13
日
（
水
）
〜
22
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
昔
の
東
和
束
小
学
校
」

内　

容　

 

今
回
は
、
東
和
束
小
学
校
創
立
時
か

ら
の
沿
革
と
平
成
３
年
ご
ろ
ま
で
の

校
舎
風
景
、
学
校
行
事
等
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
22
日
（
金
）
雨
天
決
行

乗
降
場
所　

午
前
９
時
40
分

　
　
　
　
　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み

ホ
ー
ル
）
駐
車
場
出
発
予
定

　
　
　
　

午
前
９
時
20
分

　
　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　

出
発
予
定

※ 

各
集
合
場
所
へ
は
出
発
の
５
分
前
に
は
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
帰
着
は
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

実
施
内
容　

笠
置
町
の
特
色
と
歴
史
を
巡
る
ツ
ア
ー

参
加
費　

８
５
０
円
（
昼
食
代
）

　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

水
筒
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

　
　
　

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
、
ご
希
望
の

方
は
カ
メ
ラ
持
参
可

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
を
除
く
）

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

５
月
７
日
（
木
）
〜
15
日
（
金
）

　

※
土
・
日
・
祝
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
手
作
り
和
菓
子
教
室
』

和
束
町
史
編
さ
ん
室

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

『
写
真
展
示
』の
案
内

『
第
２
回
隣
ま
ち
ツ
ア
ー
！ 

笠
置
編
』

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）・

清
潔
な
タ
オ
ル

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
を
除
く
）

定　

員　

先
着
20
人

受
付
期
間　

５
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

　

※
土
・
日
曜
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

講　

師　

石
田
秀
政
さ
ん
（
石
田
長
栄
堂
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。

※
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

救
急
・
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

そ
の
他

そ
の
他

内　

容　

 

第
10
回
宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
参

加
者
の
健
康
面
、
安
全
面
を
考
慮
し

感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
開
催

を
中
止
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

第
10
回
宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会

の
中
止
に
つ
い
て

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

※�

以
上
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
今

後
の
状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お

電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

訂正
利用時間の誤り
誤：午前９時〜午後６時
正：午前９時〜午後５時30分

・
健
康
相
談
（
笠
置
町
）

・
人
権
相
談
（
和
束
町
）

・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

・
無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

・
健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

京
都
府
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は
６
月
１
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おしらせ

農村宿泊体験（農泊）5月の状況
　新型コロナウィルスの影響が農泊にも出てきて、
５〜６月に予定していた修学旅行や校外学習の大
型受入が、すべて８月以降に延期となりました。
　都会からの子どもたちを迎える予定だったので、
この状況下、ほっとしたのも事実ですが、みんな
で忙しく迎えるはずだったのに…と寂しさも募り、
受入家庭の皆さんはお元気かな、と想像する毎日
です。受入自体も楽しいけれど、受入家庭の方々
と会ってお話することができるのも魅力だったの
だなと改めて感じます。
　またコロナウィルスが落ち着いて、久しぶり！

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

と事前説明会や勉強会で集まって、元気なお顔を
見られるのを楽しみにしております。受入再開に
向けて、お元気でいてくださいね！
　和束町・笠置町・南山城村の３町村協働で組織
した「京都やましろ体験交流協議会」では、子ど
もたちや海外の方々と農村のありのままの生活を
共に送る、「農泊事業」を進めています。いっしょ
にごはんを作り、食べ、お茶を急須で淹れて飲み、
話し、家族のように過ごしていただきます。少しで
も受入にご興味をお持ちいただいた、和束町・笠
置町・南山城村のみなさま！事務局が全力でサポー
トいたします。お気軽にご連絡ください。

　2021年に開かれる「ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西」に向けて、湯船マウンテンバイ
クランドに国際規格（幅６m×全長100m）を
備えた直線コースを整備しました。本大会では
整備した部分をスタート及びゴールとして使用
し、熱戦が繰り広げられる予定です。みなさん
の熱い応援をお待ちしております。
　このコースは、独立行政法人日本スポーツ振
興センターの平成31年度スポーツ振興くじ助成
金を活用して整備されました。

国際規格の直線コースを整備しました（和束町）

　

広
報
れ
ん
け
い
４
月
号
の
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た｢

令
和
２
年
度
府
民
相
談
日｣

の
う
ち
、

５
月
21
日
に
開
催
予
定
と
し
て
い
た
人
権
特
設

相
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
相
談
に
つ
い
て
お
問
合
せ
を
す
る
場
合

は
、
左
記
窓
口
に
て
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

窓　

口　

み
ん
な
の
人
権
相
談
１
１
０
番

　
　
　
　

☎
０
５
７
０･

０
０
３･

１
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
番
号
）

受
付
時
間　

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で

　

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後

の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
５
月
21
日
以
降
の
相
談

に
つ
い
て
も
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域

総
務
防
災
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

０
０
５
１

　
　
　
　

℻
０
７
７
４･

72･

８
５
３
１

令
和
２
年
度
府
民
相
談 
５
月
の

人
権
特
設
相
談
の
中
止
に
つ
い
て

日
（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

め
て
い
た
だ
け
ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
税
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※ 

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
市
町
村
税
で
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
府
税
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
１

整備された直線コース
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図書室だより

★ Pick UP ★
「ラブレターをもらったら」
アニカ・アルダムイ・デニス ／ 著

　ラブレターを拾ったハリネズ
ミくん。そのおかげでいつもと
違って、おかしなぐらいごきげ
んでした。でも、それを落としてしまい、ウサギちゃん
が拾い・・・ラブレターがもたらす、あたたかな幸せに
あふれたお話。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
方丈の孤月　鴨長明伝 梓澤要

長生きしたいわけではないけれど 曽野綾子
背高泡立草 古川真人

児童書
ラブレターをもらったら アニカ・アルダムイ・デニス
フラワーショップの亡霊 斎藤洋
地球という国があった 上里隆史

和 束 町

一般書
うちの父が運転をやめません 垣谷美雨

イマジン？ 有川浩
ニッポンのサイズ図鑑　―イラストでわかる― 石川英輔

児童書
ノーブナガ 丸山誠司

だんだんできてくる　２　マンション 鹿島建設株式会社
アリババの猫がきいている 新藤悦子

南山城村

一般書
大名倒産 浅田次郎

女たちのシベリア抑留 小柳ちひろ
脊椎管狭窄症　最高の治し方大全 菊池臣一

児童書
魔法のたいこと　金の針 茂市久美子

すきすき　すき 織茂恭子
季節のこよみ 平野恵理子

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
し
た
旅
行
に
関
す
る

�

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

事
例
１ 

旅
行
サ
イ
ト
で
海
外
の
ホ
テ

ル
を
予
約
し
た
が
、
現
地
で
予
約
が

取
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。（
40
代

女
性
）

事
例
２ 

予
約
中｢

エ
ラ
ー｣

と
表
示

さ
れ
た
た
め
別
の
予
約
を
し
た
ら
、

二
重
予
約
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
20

代
女
性
）

事
例
３ 

代
金
を
支
払
っ
た
が
、
航
空

券
を
受
け
と
ら
な
い
ま
ま
事
業
者
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。（
20
代
女

性
）

事
例
４ 

半
年
後
の
航
空
券
を
解
約
し

た
い
が
、
代
金
の
50
％
の
解
約
料
が

か
か
る
。（
50
代
男
性
）

事
例
５ 

予
約
内
容
を
訂
正
し
た
い
が
、

日
本
語
の
顧
客
対
応
窓
口
が
な
い
。

（
40
代
女
性
）

　

近
年
で
は
以
上
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
消
費
者

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ま
と
め
、
注
意

喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

① 

契
約
前
に
旅
行
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
事
業
者
が
ど
こ
の
国
の
事
業
者

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
国
内
の

旅
行
サ
イ
ト
の
場
合
は
旅
行
業
法

の
登
録
が
あ
る
か
、
海
外
旅
行
サ

イ
ト
の
場
合
は
顧
客
対
応
窓
口
の

連
絡
手
段
（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
）

や
日
本
語
対
応
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

② 

申
込
み
を
完
了
す
る
前
に
解
約
料

な
ど
の
契
約
条
件
や
予
約
内
容
を

確
認
し
、
予
約
確
認
メ
ー
ル
な
ど
は

旅
行
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し
ま
し 

ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』
　日　時　5月24日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

読書活動推進事業
☆『ブックカフェ』開催のご案内
　５月29日（金）午後６時30分より、このか�
CONOKA（笠置町）にて『ブックカフェ』を開き
ます。今回の課題図書は『2020年本屋大賞』のノミ

ネート作品より任意の作品１冊です。また、紹介し
たい本はおひとり３冊までをご持参ください。もち
ろん見学のみのご参加も歓迎いたしますので、お気
軽にご参加ください。申込みは３町村各図書室まで。
詳しくは図書室および教育委員会で配布しているチ
ラシをご覧ください。
　なお、新型コロナウイルスに関係する今後の状況
により、延期あるいは中止となる可能性があります
ので、ご了承ください。

ゴールデンウｨークにおける祝日の休室および開室について
【南山城村】5/3（日）・5/6（水）休室　【和束町】土・日の祝日は開室　【笠置町】祝日はすべて開室

図書室の連絡先
　笠置町図書室　　　　　　　　　☎ 0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室　☎ 0774・78・4013
　南山城村図書室　　　　　　　　☎ 0743・93・0522



ベストショットまち＊むら 笠置町

栗栖天満宮の青もみじ

広
報
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170号

人口・世帯数
（令和２年４月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
℻0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
℻0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
℻0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,825人　
世帯数 1,699世帯

（減21）
（減3）

人　口 1,268人　
世帯数   633世帯

（減10）
（減1）

人　口 2,637人　
世帯数 1,224世帯

（減22）
（減4）

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
0
7
7
4
-7
8
-0
1
2
0
　
℻
0
7
7
4
-7
8
-0
1
2
1

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40

　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

　笠置駅の近くにある、栗栖天満宮の青もみじが
見ごろとなりました。
　栗栖天満宮は菅原道真公にゆかりがあり、春に
は桜、秋には紅葉が美しい四季折々で趣を変える
神社です。この時期の栗栖天満宮は鳥居の後ろの
大きなカエデをはじめ、参道が爽やかな新緑に囲
まれます。
　相楽東部には紅葉の名所が数多く存在します
が、季節が変われば各所で青もみじも楽しんでい
ただけます。

栗栖天満宮の青もみじ

燃えるごみ　　 の出し方
出せるもの（一例）
生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ燃えるごみ

出す時の注意
◎生ごみの約６割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
◎刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してください。
◎竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず１m以内に切断し紐で
　束ね収集所に出してください。
◎紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れて
　ください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化
やごみ処理費用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

◆燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　火・金曜日
　和 束 町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日
　　　　　 （野殿・童仙房は火曜日のみ）

※マスクは燃えるごみとなります。
（プラスチック包装ごみではありません。）


